
 

 

エコアクション２１ 環境経営レポート 

対象期間 ２０２2年 4月～２０２3年 3月 

 

 

作成日：２０２3年５月２６日  

高砂産業株式会社 

  



 

組織の概要 

 

事業所名 高砂産業株式会社 

 

代表者名 代表取締役 佐伯 穣次 

所在地 本社：東京都中央区日本橋本町１丁目４番２号 

作業所：東京都江東区石島２２番９号 

環境管理責任者 水野 桜 

TEL：03-3241-0547 

Email：tsk@mbf.ocn.ne.jp 

事業内容 （自社製造）  

乾燥剤製品の製造販売  

（製品卸）  

包装資材の製造販売、工業用ゴム、プラスチック製品、工業

薬品、工業用フィルター等の販売  

発泡スチロール加工  

事業規模 従業員：３名 

延床面積：65.15㎡ 

乾燥剤製品生産量：２0t（2022/4～2023/3） 

 

認証・登録の対象組織・活動 

対象事業所：本社、作業所 

活動：乾燥剤製品の製造・販売及び工業用化学製品の卸売販売 

  



 

環境経営方針 

環境経営方針 

当社は、「顧客に寄り添い、産業の発展を支えるために尽力する」という基本理念のもと、

基盤である地球環境の保全のために、環境と調和した企業活動を行い、循環型社会の実現に

貢献します。 

 

行動指針 

1. 環境経営に積極的に取組むために、環境経営システムに取り組み、環境関連法規制等及

び当社が同意する各種要求事項を遵守するとともに、環境経営システムの継続的改善に

努めます。 

 

2. 環境への取組として、環境目標及び行動計画に下記の重点事項を定め、環境方針に整合

した活動を行います。 

１）電力使用の省エネルギーに取り組み、二酸化炭素排出量の削減を推進 

２）再生資源の利用・廃棄物の分別に取り組み、廃棄物排出量の削減を推進 

３）用水利用の管理に取り組み、排水量・水使用量の削減を推進 

４）環境に配慮した製造、製品販売の促進 

 

3. 地域との交流を深め、地域社会と共に生活環境の向上に取り組みます。 

 

4. この環境経営方針を全従業員に周知し、環境保全への意識の向上に努めます。 

 

2021 年 1 月 1 日 

高砂産業株式会社 

代表取締役 佐伯 穣次 

 

 



 
作成日：2021/2/1 文書番号：TEKEA-7-1 

改定日 改訂番号：１ 

 

実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

役割・責任 

代表者 

 

環境経営に関する統括責任者 

経営における課題とチャンスの明確化 

環境経営方針の制定・見直しと、代表者による全体の評価・見直し 

環境経営システム運用のための経営資源の用意 

環境管理責任者を任命、全従業員への周知 

環境管理責任者 

（EA事務局） 

環境経営システムの構築・運用 

EA21の周知と教育の計画 

環境経営目標及び環境経営計画の作成、定期的な実施状況・達成

状況の確認 

環境関連法規の確認・遵守状況の把握 

環境経営計画の取組結果を代表者へ報告 

環境経営レポートの作成・公開 

環境管理の対外的窓口 

全従業員 環境経営方針・環境経営目標を理解し、環境への取組を実行する 

関連する法規制を理解し遵守する 

  



 

環境経営目標及び環境経営計画 

目   標 
2021年度 

（基準年） 
202２年度 202３年度  202４年度  

１. 二酸化炭素排出量の削減 1,８５9.7kg-CO2 1％削減 2％削減 3％削減 

・電力使用量の削減 4,217kWh 1％削減 2％削減 3％削減 

２. 廃棄物排出量の削減     

・事業系一般廃棄物の排出量の削減 63.6kg 1％削減 2％削減 3％削減 

３. 用水使用量の削減     

・上水使用量の削減 23㎥ 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減 

４． 化学物質の適正管理     

・施錠管理の徹底 ○ → → → 

・使用量の確認・記録（月１回） ○ → → → 

5. 製品及びサービスにおける環境配慮     

・製品歩留まり 9８%維持 ― ９８％ ９８％ ９８％ 

・生産計画・在庫の適正管理 

（3月に集計・計画） 
― 計画立案 計画立案 計画立案 

・環境配慮製品の提案 ― ２件 ２件 ２件 

6． 地域貢献 

（クリーンデーの実施） 
    

・社屋前の清掃（1回/2週間） ○ → → → 

・地域清掃活動への参加 ★ → → → 

★2021年度はコロナウイルス感染の影響で中止。 

 

※購入電力の排出係数は東京電力 2019年度調整後排出係数 0.441kg-CO2/kWhを使用 

 



 

環境経営計画の取組結果・評価と次年度の取組 

目   標 取組内容 結果 評価  
次年度の 

取組  

１. 二酸化炭素排出量の削減 ・空調温度の最適化： 

「冷房 28℃、暖房 20℃」をリモ

コンに貼付け 

・クールビズ、ウォームビズの励行 

・不要照明の消灯 

・空調機の定期清掃 

・室外機冷却対策：日陰を設置 

× 

実績： 

1,929kg-

CO2 

104.7% 

全体的に電力使用量が基準年を

上回り、目標達成できた月が３ヶ月

にとどまった。特に夏場の使用量が

増加。エアコン室外機に日よけを設

置したのが８月だったため、今年度

はより早く設置し、冷却グッズの使

用も検討する。 

・空調機の清掃 

・夏場は冷却グッ

ズ使用 

・冬場の対策 

（作業用手袋・エ

アコンとサーキュ

レーター併用） 

・電力使用量の削減 

基準年比-１％ 

目標値：１,８４１kg-CO2 

２. 廃棄物排出量の削減 ・分別を実施 

・裏紙・両面印刷の活用 

・詰替え可能な製品の購入 

・梱包材の再利用 

○ 

実績：52.6ｋｇ 

83.4％ 

目標に対し１６．６％の削減を達成。 

今年度の取組としていたコーヒーメ

ーカーの使用、PC-Fax送信機能

の使用も予定通り運用開始できた

ため、カップゴミや紙の使用量を削

減できた。 

今期の取組内容

を継続。 

 
・事業系一般廃棄物の排出量

の削減 

基準年比-１％ 

目標値：63.0kg 

３. 用水使用量の削減 ・節水の励行：表示を行う 

・蛇口はシャワー型を優先して使

用 

○ 

実績：23㎥ 

100％ 

水使用量は最低限の範囲で推移

できている。 

今期の取組内容

を継続。 

 
・上水使用量の削減 

基準年比-0.1% 

目標値：23㎥ 

４． 化学物質の適正管理 ・施錠管理の徹底 

・使用量の確認・記録（月１回） 
○ 

適正管理を実施できている。 今期の取組内容

を継続。 

5. 製品及びサービスにおける環

境配慮 

・製品歩留まり 9８%維持 

・生産計画を立て、適正在庫を

維持する 

・環境配慮製品の提案 

・機械の調整を念入りに行う 

・製品のチェックと補強の徹底 

・在庫の数値管理 

・製品提案を行う 
○ 

・製造機械の２台使用が定着し、歩

留率は 99.99％が常態化できるよ

うになり、廃棄物や無駄なコストの

削減につながっている。 

・生産計画を立てることで余剰在

庫の削減だけでなく、稼働日の調

整も可能となった。 

・エコ製品提案はバイオマス袋２件 

今期の取組内容

を継続。 

 

6． 地域貢献 

（クリーンデーの実施） 

・社屋前の清掃 

・中央区クリーンデーの参加 

 

○ 

社屋前清掃は定期的に実施。 

5月に中央区が実施するクリーン

デーにも参加。 

今期の取組内容

を継続。 

 



 

環境配慮新製品販売開始 

 

プラスチック使用量を最小限に削減した製品を製造 

2023/5月下旬より通販サイト（Amazon）で販売開始予定 

 

 

 

 

 

これまで弊社の主なシリカゲル製品は、シリカゲルを不織布袋に封入しておりましたが、不織布の

主原料はポリエチレンやポリプロピレンといったプラスチックのため、袋の素材を天然素材である綿

麻生地に変更したものを製造開始いたしました。 

シリカゲル製品は基本使い捨てとなるため、プラスチック廃棄量の削減に貢献できれば幸いです。 

なお縫製糸は強度維持のためポリエステル製を使用、外袋も製品の特性上防湿性を保つ必要が

あるため、ポリプロピレン製を採用しております。 

 

  



 

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無 

当社に適用される主な環境関連法規は以下のとおりです。 

■廃棄物処理法 ■中央区廃棄物の処理及び再利用に関する条例 ■江東区清掃リサイクル

条例■毒物劇物取締法 ■フロン排出抑制法 

 

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価をした結果、特に問題はありません。 

また、関係当局よりの違反等の指摘は過去３年間ありません。 

 

代表者による全体の評価・指示 

昨年度はコロナウイルス感染症による低迷期から明けつつあり、経済活動に回復の兆しが

見られた年となりました。それに伴い、環境経営目標として定めた項目がコロナ禍であっ

たときより、数値としては上昇するものもありました。しかしながら、経済活動は回復し

つつある中も、環境経営は引き続き取り組んできましたので、数値こそ上昇したものがあ

りますが、全体としては、環境に対して、より意識的に活動できたのではないかと思って

います。また、以前は基準年に社屋の改装などがあり、基準として見るには、困難な状態

で目標を立てておりましたが、基準年を見直し、一年を通して比較可能な年にすること

で、より正確な目標立案と計画実施ができるようにしましたので、今後もより環境を意識

した取り組みを行っていきたいと思います。 

 

総合評価 

二酸化炭素排出量の削減については、経済活動の再開に伴い、発注も回復してきたため、

工場の稼働も増え、結果的に排出量は増加しておりますが、昨年度より夏場の室外機の冷

却対策を始めましたので、今年度も引き続き冷却対策を実施し、排出量削減に努めること

といたしました。 

廃棄物量の削減については目標を達成し、FAX をデータで送受信することによる紙の削減

や、紙コップの使用廃止などが効果を発揮しておりますので、引き続き同内容を取り組ん

でいきたいと思います。 

また、製品の生産計画、在庫管理の取り組みにより、廃棄物や余剰在庫の削減につながっ

ています。また、生産設備の新たな導入により、生産効率が上がり、歩留まり 99％以上と

なっております。環境配慮製品については、今年になり、具体的な金額提案まで行うこと

ができましたが、取引にはなっておりませんので、今年度もマストで取り組んでいきま

す。 

地域清掃活動を昨年も実施し、地域貢献活動を行っておりますので、今後も実施していき

たいと思います。 



 

今後は社会活動の回復に合わせて、実施できてないかった環境配慮製品の顧客への提案を

再開していきたいと思います。今後も、全従業員で目標に向けて着実に取り組んでいきた

いと思います。 


